
国土交通省／全国二地域居住等促進協議会
共催

問合先：国土交通省国土政策局地方振興課内（鈴木・小倉・古川）

電 話：03-5253-8403（直通）

○開会挨拶 黒田 昌義（国土交通省国土政策局 局長）

○全国二地域居住等促進協議会 会長挨拶 阿部 守一（長野県知事）

○基調講演 岡部 明子（東京大学大学院 教授）

「３：４生活、２つの仕事」

〇二地域居住等の最新動向・知見の紹介 鹿子木 靖（国土交通省国土政策局地方振興課 課長）

○二地域居住等の取組事例 ①長田 芳樹（山梨県 人口減少危機対策本部事務局 人口減少危機対策監）

「山梨県の二拠点居住の取り組みについて」

②吉田 和史（株式会社あわえ 取締役／執行役員／地方創生推進部 部長）

「二地域居住を加速するデュアルスクールについて」

③馬場 未織（ＮＰＯ法人南房総リパブリック 代表理事）

「二地域居住者の立体的視点について」

④田中 祥人（二地域居住実践者／インフルエンサー）

「持続可能な二地域居住の始め方と気になるお金事情について」

○パネルディスカッション ファシリテーター：岡部氏

パネリスト：長田氏、吉田氏、馬場氏、田中氏

○閉会挨拶 平山 幸宏（栃木県那須町長／全国二地域居住等促進協議会 副会長）

「二地域居住」という言葉は最近聞くけど、実際の取組や生活はどうなのか？
そんな疑問に対し、学識経験者や自治体、関係団体、実践者の目線から、

参考になるような先進的な取組や最新の動向等をご紹介！
プログラム

オンライン会場はこちらから！
右のQRコード、または下記URLよりご参加ください。
https://us06web.zoom.us/j/84270060411?pwd=ENAS4yZa1qRDhfRnPwbbXBscPa9XXS.1

ミーティング ID ： 842 7006 0411
パスコード ： 339642

※傍聴接続ができない方は、以下の受託会社宛にご連絡ください。
受託会社㈱福山コンサルタント：電話：03-5296-9403 Email:R5-2chiiki@fukuyamaconsul.co.jp

定員 先着500名 ※定員になり次第、締め切らせていただきます。

※後日、国土交通省ホームページにおいてアーカイブ動画を公開予定です。

11.28 １４：００～
１６：５０

開催方法：オンライン(Zoom)
参加費 ：無料（火）

※プログラムの内容は変更となる可能性があります。



■ シンポジウム登壇者紹介

馬場 未織 氏

■講演テーマ：二地域居住者の立体的視点

■プロフィール：
日本女子大学大学院修了後、千葉学建築計画事務所勤務を経て建築

ライターへ。2007年より「平日は東京、週末は南房総」という二地域
居住を始める。2012年NPO法人南房総リパブリックを設立し、理事長を
務める。株式会社ウィードシード代表取締役。南房総市公認プロモー
ター。関東学院大学非常勤講師。

ＮＰＯ法人南房総リパブリック代表理事

岡部 明子 氏

■講演テーマ：３：４生活、２つの仕事

■プロフィール：
環境学博士（2005年）。現在は、途上国の都市インフォーマル地区

と日本の古民家を拠点に、実践を通して地球環境問題を再考する活動
を展開している。著書に、『住まいから問うシェアの未来』（編著、
学芸出版社、2021）、『高密度化するメガシティ』（編著、東京大学
出版会、2017）、『バルセロナ』（中公新書、2010）、『サステイナ
ブルシティ－EUの地域・環境戦略』（学芸出版社、2003）ほか。

東京大学大学院 教授

吉田 和史 氏

■講演テーマ：二地域居住を加速するデュアルスクール

■プロフィール：
1990年徳島県生まれ。兵庫県立大学経営学部事業支援学科卒業。IT

コンサルティングの経験を経て「小さくてもいいから事業をつくりた
い」と考え、あわえに入社。入社後は徳島県だけではなく全国に地域
活性化事業を広げる部署の立ち上げと300に迫る自治体を支援している。
徳島はもちろん、あわえの拠点先でワーケーションを家族連れで実施
するなど、短期ながら全国各地での二地域居住経験者。

株式会社あわえ
取締役／執行役員／地方創生推進部 部長

田中 祥人 氏

■講演テーマ：持続可能な二地域居住の始め方と気になるお金事情

■プロフィール：
都内の銀行勤務。北海道大学大学院修了後、札幌、長崎にて勤務し、

2017年に転勤で東京に赴任。2018年山梨県大月市の山の中に土地と古
家を160万円で購入し、二地域居住を開始。コロナ禍以降はテレワーク
を活用し、週の半分を山梨で過ごしながらDIYや罠猟による害獣駆除、
耕作放棄地での農業を行い、自身の活動をSNSで発信している。

二地域居住実践者／インフルエンサー

長田 芳樹 氏

■講演テーマ：山梨県の二拠点居住の取り組み

■プロフィール：
1992年に山梨県入庁。2021年には初代DX推進室長、2022年に二拠点

居住推進課長、2023年4月から二拠点居住推進グループ二拠点居住推進
監、2023年10月23日からは、人口減少危機対策企画グループ人口減少
危機対策監を務めている。都市部と地方部に2つの拠点を持ち、どちら
の拠点にも仕事・生活の拠点を置くライフスタイル｢二拠点居住｣につ
いて、地域創生・人口対策課などで得た地方創生や地域活性化の経験
を活かし、所属長として移住や関係人口創出の陣頭指揮を執っている。

山梨県 人口減少危機対策本部事務局
人口減少危機対策監


